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標準化活動貢献者表彰受賞者（敬称略・50音順） 
 

大山
おおやま

 秀明
ひであき

 （パナソニック株式会社） 

【受賞理由】長年にわたり、IEC/TC 21/SC 21A（アルカリ蓄電池及び酸を含まない蓄電池）のエ

キスパートを務め、2017 年からは上記 SC の WG1 の複数 PT のプロジェクトリーダー

を務めた。また、2017 年から IEC/TC 9 の日本提案の補助回路用ニッケル水素蓄電池

に関する AHG 16、IEC/TC 9/PT 62973-4 等多数の AHG、PT でコンビーナやプロジェ

クトリーダー、エキスパートを務め、他国との連携および各国意見の調整に尽力

し、規格成立に貢献した。 

菊地
き く ち

 隆寛
たかひろ

 （東日本旅客鉄道株式会社） 

【受賞理由】長年にわたり、ISO/TC 269、IEC/TC 9 の国内委員会、日本鉄道車輌工業会規格審査会

の委員を務め、車両技術の規格審議、制定に貢献した。また、新幹線のバリアフリー

対策検討会・ハード対策検討 WG の委員として実証実験も含めた議論に参加し、最終

的なとりまとめが「移動等円滑化のために必要な旅客施設又は車両等の構造及び設備

に関する基準を定める省令」に反映され、バリアフリー法に基づく基準策定に貢献し

た。 

小林
こばやし

 学志
が く じ

 （東海旅客鉄道株式会社） 

【受賞理由】長年にわたり、車両用電気品作業部会の主査、車両補助回路用バッテリー作業部会お

よび鉄道ブレーキ関連規格作業部会の委員として、車両関係の規格審議、制定に貢献

した。特に IEC 60077 の Part 1 から Part 5 の改訂において、我が国技術が不利にな

らず容易に JIS 化できる内容になるよう国内意見を取りまとめ、日本の意見を多く反

映した規格の発行に貢献した。 

八木
や ぎ

 誠
まこと

 （日本信号株式会社） 

【受賞理由】長年にわたり、IEC/TC 9 の国内委員や IEC/TC 9/PT 62912-2 のプロジェクトリーダー

を務め、信号システムの技術的観点から規格審議、制定に貢献した。特に、日本提案

の IEC/TC 9/PT 62912-2（ばね式信号用リレー）では、プロジェクトリーダーとして

欧州委員からの意見の調整に尽力し、日本のばね式信号用リレーの構造を反映した国

際規格 IEC 62912-2 の発行に貢献した。 

山崎
やまざき

 高日子
た か ひ こ

 （三菱電機株式会社） 

【受賞理由】長年にわたり、ITU-R（国際電気通信連合無線通信部門）および総務省における鉄道無

線に関係する WG の委員や議長を務め、鉄道無線の規格審議、制定に貢献した。特に

ITU-R の WRC-19（2019 年世界無線通信会議）において日本の技術と相容れない提案成

立の阻止に主導的な役割を果たすとともに、関係各国との調整に尽力し、日本の意見

を反映した決議を成立させ、日本の技術の国際規格への反映に貢献した。 



標準化活動奨励者表彰受賞者（敬称略・50音順） 

柿崎
かきざき

 庸泰
つねやす

 （三菱電機株式会社） 

【受賞理由】延べ 7年間にわたり、IEC/TC 9 車両用電気品国内作業部会の幹事や ISO/TC 43/SC 1

の委員として国内審議活動に貢献した。また、IEC/TC 9/MT 60077 の国際エキスパー

トとして、車両用電気品の試験規格改訂審議に参加し、日本の意見を国際規格へ反映

するなど、今後とも一層の貢献が期待される。 

豊田
と よ だ

 毅彦
たけひこ

 （東芝インフラシステムズ株式会社） 

【受賞理由】延べ 5年間にわたり、ISO/TC 269/SC 3 国内委員会および鉄道に関連する作業部会、

また IEC/TC 9 に関わる複数の作業部会に参加して、日本の意見を国際規格に反映す

べく国内委員会の活動に取り組んでおり、今後とも一層の貢献が期待される。 

中村
なかむら

 一城
か ず き

 （公益財団法人鉄道総合技術研究所） 

【受賞理由】延べ 4 年間にわたり、ITU-R（国際電気通信連合無線通信部門）および総務省におけ

る鉄道無線に関係する WG等の委員として国内審議活動に貢献し、IEC/CISPR（国際無

線障害特別委員会）/SC B/WG 2 には、10年間にわたり国際エキスパートして参加し、

国際審議活動に貢献した。また、ITU-R の WRC-19（2019 年世界無線通信会議）などに

おいて日本代表団に加わり、他のメンバーとともに日本の意見を決議へ反映するなど、

今後とも一層の貢献が期待される。 

西山
にしやま

 裕行
ひろゆき

 （東日本旅客鉄道株式会社） 

【受賞理由】延べ 4 年余にわたり、IEC/TC 9 国内委員会および関連する複数の作業部会の事務局と

して国内審議活動に貢献した。また、UIC（国際鉄道連合）が策定を進める新たな団体

標準 IRS（International Railway Solutions）の信号リレーに関わる審議に参加する

など、日本の意見を国際規格等に反映すべく取り組んでおり、今後とも一層の貢献が

期待される。 

間﨑
ま さ き

 光一郎
こういちろう

 （西日本旅客鉄道株式会社） 

【受賞理由】延べ 5年間にわたり、運転シミュレータ作業部会の委員を務め、国内審議活動に貢献

した。また、ISO/TC 269/SC 3/WG 2（運転シミュレータ）の国際エキスパートを務め、

運転シミュレータの国際標準化の分野を中心に、今後とも一層の貢献が期待される。 

※ 参考 

・ISO: International Organization for Standardization（国際標準化機構）の略。 

・ISO/TC269：Technical Committee 269 の略。ISO の鉄道分野専門委員会。 

・IEC：International Electrotechnical Commission（国際電気標準会議）の略。 

・IEC/TC 9：Technical Committee 9 の略。IEC の鉄道電気設備とシステム専門委員会。 

・IEC/TC 21: Technical Committee 21 の略。IEC の蓄電池に関する専門委員会。 

・ITU-R：International Telecommunication Union Radiocommunication Sector（国際電気通信連合

無線通信部門）の略。 

・IEC/CISPR ：Comité international spécial des perturbations radioélectriques（国際無線障

害特別委員会）の略。 


